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身体障害者安全運転競技大会を実施しております

自動車練習コース貸出

道路交通法の学科テストや運転技能コンテストを行い安全運転意識の向上を図ります。
優秀者には賞品を、また参加者全員に記念品を用意しております。
5月と10月に実施しておりますので、ご興味のある方はご連絡ください。

身体障害者手帳をお持ちの方は無料となります。

時間：９時～１７時（最終受付１６時）　定休日：月曜日、夏期及び年末年始

場所：城西福祉会　　募集定員：各15名
参加資格：愛知県在住の身体障害者手帳をお持ちの方

参加費無料・昼食付き

TEL:052-912-3946 FAX:052-913-0130

一般財団法人
〒462-0021

アクセスマップ城 西 福 祉 会
名古屋市北区成願寺 2-6-19

HP:http://www.josai.or.jp Mail:info@josai.or.jp

矢田川 庄内川

ZENT あいち
自動車
学校

北区
スポーツ
センター

至小牧

至黒川

★
城西福祉会

41

中切町５

②突き当りを右折 ③県道202号線（堤防道路）に合流

①中切町５の信号を
　斜め左方面の側道へ

令和５年度 一般会計収支決算
（単位：円）

収　　入 金　　額 支　　出 金　　額

会 費 3,836,266 事 務 費 9,396,599

県 補 助 金 1,560,000 会 議 費 329,384 

助 成 金 1,518,400 事 業 費 2,945,485

繰 入 金 6,241,477 特別事業費 523,458 

諸 収 入 金 253,783 負 担 金 215,000 

前期繰越金 400,00 次期繰越金 400,000

計 13,809,926 計 13,809,926

令和５年度 社会参加
推進センター会計収支決算

（単位：円）

収　　入 金　　額 支　　出 金　　額

委 託 金 16,335,788 事 務 費 10,368,924

諸 収 入 金  24 会 議 費 80,000

一般事業費 5,886,888

計 16,335,812 計 16,335,812

令
和
５
年
度
決
算

６
月
定
時
総
会
で
承
認

　

さ
る
、６
月
27
日（
木
）、愛
知
県
白
壁
庁

舎
に
お
い
て
定
時
総
会
を
開
催
し
、松
本
支

部
長（
豊
田
市
）の
進
行
の
も
と
、令
和
５
年

度
決
算
案
及
び
、事
業
報
告
が
審
議
の
う

え
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、愛
知
県
福
祉
局
福
祉
部
障
害

福
祉
課
の
坂
上
課
長
か
ら『
本
日
、令
和
６

年
度
愛
知
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合

会
定
時
総
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ

と
を
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

加
賀
会
長
様
を
始
め
、会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

の
運
営
や
、障
害
者
１
１
０
番
事
業
の
実
施

の
ほ
か
、芸
術
文
化
活
動
な
ど
様
々
な
活
動

を
通
じ
て
、本
県
の
障
害
福
祉
施
策
の
推
進

に
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、こ
の
場
を
お
借
り
し
ま

し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
普
及
啓
発
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
と
し
て
、支
援
を
必
要
と

さ
れ
て
い
る
方
々
に
進
ん
で
手
助
け
す
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
オ
レ
ン
ジ
ス
マ
イ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
を
独
自
に
実
施
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、本
県
に
お
き
ま
し
て
は
、２
０
２

４
年
３
月
に
改
訂
し
ま
し
た
あ
い
ち
障
害

者
福
祉
プ
ラ
ン
２
０
２
１-

２
０
２
６
に
基
づ

き
、障
害
の
あ
る
人
が
、地
域
に
お
い
て
安
心

し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
、地
域
生
活
を
支
え
る
た
め
の「
地
域
生

活
支
援
拠
点
等
」の
機
能
の
充
実
や
、障
害

児
支
援
体
制
の
中
核
を
担
う「
児
童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
」の
整
備
の
推
進
な
ど
に
、市

町
村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
組
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、本
県
独
自
に
制
定
し
ま
し
た「
差

別
解
消
推
進
条
例
」や「
手
話
言
語・障
害

者
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
条
例
」に
基
づ
き
、全

て
の
県
民
が
、等
し
く
基
本
的
人
権
を
享

有
す
る
か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重

さ
れ
、障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら

れ
る
こ
と
な
く
、多
様
性
を
認
め
合
い
、相

互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら

共
生
す
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

組
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
貴
会
の
ま
す

ま
す
の
御
発
展
と
、
本
日
お
集
り
の
皆
様

方
の
御
健
勝
・
御
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま

す
』
と
、
あ
た
た
か
い
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

承
認
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
１
号
議
案

〈
令
和
５
年
度
事
業
報
告
〉

第
２
号
議
案

〈
令
和
５
年
度
一
般
会
計
収
入
支
出
決
算
〉

第
３
号
議
案

〈
令
和
５
年
度
障
害
者
社
会
参
加
推
進

セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
収
入
支
出
決
算
〉

第
４
号
議
案

〈
令
和
５
年
度
運
用
基
金
特
別
会
計

収
入
支
出
決
算
〉

第
５
号
議
案

〈
令
和
５
年
度
職
員
退
職
引
当
金
特
別
会
計

収
入
支
出
決
算
〉

第
６
号
議
案

〈
令
和
５
年
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
会
計

収
入
支
出
決
算
〉 坂上愛知県障害福祉課長挨拶
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︻
５
月
︼加
賀
会
長　

17
日（
金
）特
別
支
援
教

育
推
進
連
盟
理
事
会
、27
日（
月
）Ａ
Ｄ
Ｆ
代
表

者
会
議
、28
日（
火
）全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
選
手
選
考
委
員
会

加
藤
副
会
長　

11
日（
土
）愛
知
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会（
水
泳・一
般
卓
球
）開
会
式

︻
６
月
︼加
賀
会
長　
５
日（
水
）県
社
協
理
事

令
和
６
年
５
月
～
令
和
６
年
８
月

会
長・副
会
長
会
議
等
出
席
状
況

会（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）・日
身
連
定
時
評
議
員
会（
Ｗ
Ｅ

Ｂ
）、８
日（
土
）愛
知
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
協
議
会
総
会
、14
日（
金
）第
三
者
評
価
合

同
委
員
会

︻
７
月
︼加
賀
会
長　

11
日（
木
）Ａ
Ｄ
Ｆ
愛
知

県
と
の
懇
談
会
、26
日（
金
）中
部
ブ
ロッ
ク
代

表
者
会
議（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

松
﨑
副
会
長　

24
日（
水
）愛
知
県
障
害
者
自

立
支
援
協
議
会

加
藤
副
会
長　

25
日（
木
）愛
知
県
障
害
者
施

策
審
議
会
、30
日（
火
）愛
知
県
障
害
者
施
策

審
議
会
専
門
部
会

森
副
会
長　
７
日（
日
）愛
知
県
聴
覚
障
害
者

大
会

︻
８
月
︼加
賀
会
長　

20
日（
火
）Ａ
Ｄ
Ｆ
代
表

者
会
議

体
験
発
表
会森副

会
長
発
表

　

今
年
度
は
、
前
西
尾
市
支
部
長
の
藤
田

善
市
氏
が
め
で
た
く
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　

こ
の
賞
は
、
障
害
の
あ
る
人
々
の
福
祉

向
上
や
権
利
擁
護
に
尽
力
し
、
そ
の
功
績

が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
方
に

日
身
連
会
長
表
彰
を
受
賞

　

定
時
総
会
終
了
後
、「
体
験
発
表
会
」と

題
し
て
、
森
副
会
長（
美
浜
町
支
部
長
）か

ら
、
16
年
程
前
、
膝
関
節
に
激
し
い
痛
み

が
生
じ
る
変
形
性
膝
関
節
症
を
発
症
し
、

痛
み
か
ら
解
放
さ
れ
る
ま
で
の
当
時
の
苦

労
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
症
後
に
診
察
し
た
医
師
は
、
患
者
の

苦
痛
を
救
う
気
持
ち
が
な
い
よ
う
に
感
じ

ら
れ
、
転
院
を
決
断
。

　

そ
の
結
果
、
患
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添

う
医
師
と
出
会
い
、
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
も

無
事
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で

す
。
今
回
の
よ
う
に
一
つ
の
病
院
に
固
執

す
る
こ
と
な
く
、
転
院
し
て
良
か
っ
た
体

験
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
５
月
に
石
川
県
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
第
69
回
日
本
身

体
障
害
者
福
祉
大
会
が
、「
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
」に
よ
り
残
念
な
が
ら
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
功
績
を
称
え
よ
う
と
定

時
総
会
を
始
め
る
前
に
、「
授
与
式
」を
執

り
行
い
、
加
賀
会
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
、
出
席
者
か
ら
あ
た
た
か
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
第
78
回
共
同
募
金
運
動
が
10
月

１
日
か
ら
全
国
一
斉
に
始
ま
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

︻
赤
い
羽
根
ク
オ
カ
ー
ド
︼

◇
価
格

　

１
枚
に
つ
き
１
︐
０
０
０
円
以
上

　

ご
利
用
額
は
５
０
０
円
で
す
。

 ︻
寄
付
金
付
き
募
金
バ
ッ
ジ
︼

　

赤
い
羽
根
バ
ッ
ジ

　

サ
イ
ズ
縦
26
㎜
×
横
24
㎜

◇
価
格

　

１
個
に
つ
き
５
０
０
円
以
上

 

︻
お
申
込
み
︼

　

愛
身
連
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

加賀会長（左）と藤田善市氏（右）

　

障
害
者
週
間
が
な
ぜ
設
け
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

昭
和
56
年
の
国
際
障
害
者
年
を
記
念

し
、
障
害
者
問
題
に
つ
い
て
の
国
民
の
理

解
と
認
識
を
さ
ら
に
深
め
、
障
害
者
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
12

月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
の
「
障
害
者
週

間
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
障
害
者
週
間
に
合
わ
せ
て
、
日
身

連
加
盟
団
体
等
で
は
、
毎
年
様
々
な
意
識

啓
発
に
係
わ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
愛
身
連
で
は
、
今
回
で
９
回
目
と

な
る
「
障
害
者
週
間
に
伴
う
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
県
民
に
障
害
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
等

で
障
害
当
事
者
が
啓
発
用
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
を
配
布
し
ま
す
。

　

毎
年
、
啓
発
活
動
し
て
い
く
中
で
、
県

民
の
理
解
が
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

ご
存
知
で
す
か「
障
害
者
週
間
」

努
力
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
今
年
の
４
月
１

日
か
ら
始
ま
っ
た
「
合
理
的
配
慮
の
提
供

が
義
務
化
」
さ
れ
、
さ
ら
に
障
害
へ
の
理

解
が
進
む
も
の
と
大
い
に
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
障
害
者
週
間

の
前
に
実
施
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の

で
、
啓
発
活
動
に
ぜ
ひ
ご
理
解
く
だ
さ

い
。
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愛
身
連
の
上
部
団
体
で
あ
る
日
本
身
体

障
害
者
団
体
連
合
会（
日
身
連
）で
は
毎

年
、各
ブ
ロッ
ク（
愛
身
連
は
中
部
ブ
ロッ
ク
）

か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望
事
項
を
取
り
ま
と

め
、与
党
関
係
議
員
を
介
し
て
国
へ
提
出
し

て
い
ま
す
。そ
の
後
、関
係
府
省
庁
か
ら
文

書
で
の
回
答
を
い
た
だ
き
、ま
と
め
た
も
の

を
各
都
道
府
県
支
部
に
報
告
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

中
部
ブ
ロッ
ク（
富
山
県
、石
川
県
、福
井

県
、愛
知
県
、岐
阜
県
、三
重
県
、名
古
屋

市
）か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、次

の
よ
う
な
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
認
知
度
も
徐
々
に

広
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、一
層
の
周

知・啓
発
の
た
め
、学
校
教
育
の
場
に
お

い
て
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。」

（
回
答
：
厚
生
労
働
省
）

○
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
障
害
や
障
害

の
あ
る
方
に
対
す
る
理
解
の
普
及
・
促
進

は
重
要
と
考
え
て
お
り
、
各
自
治
体
が
行

う
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
普
及
促
進
の
た
め
の

取
組
に
対
し
、

・
市
町
村
に
つい
て
は「
理
解
促
進
研
修・啓

発
事
業
」や「
自
発
的
活
動
促
進
事
業
」

に
よ
り
、

・
都
道
府
県
に
つ
い
て
は
、「
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
」推
進
事
業
」に
よ
り
、

財
政
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す（
令
和
６

年
度
予
算
額
：
地
域
生
活
支
援
事
業
等
補

助
金
５
０
５
億
円
の
内
数
）。

　

ま
た
、厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
や
全
国
主
管

課
長
会
議
の
場
を
通
じ
て
、自
治
体
に
お
け

る
取
組
事
例
と
し
て
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
紹
介

し
て
お
り
、引
き
続
き
、文
部
科
学
省
へ
の

情
報
提
供
を
含
め
普
及
啓
発
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
回
答
：
文
部
科
学
省
）

○
文
部
科
学
省
で
は
、障
害
の
あ
る
方
と
障

害
の
な
い
方
が
共
に
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、

協
働
し
て
生
活
し
て
い
く
態
度
を
育
む
こ

と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、障
害
者

理
解
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
含
む
障
害
者
に
関
係
す

る
マ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、各
学
校
に
お
け
る
道

徳
や
障
害
者
理
解
に
係
る
授
業
の
中
で
取

り
扱
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
不
便

な
地
域
に
お
い
て
、視
覚
障
害
者
の
同

行
援
護
従
事
者
の
車
の
利
用
を
認
め
、

移
動・待
機
時
間
を
報
酬
算
定
の
対
象

に
加
え
ら
れ
る
よ
う
、制
度
設
計
並
び

に
自
治
体
へ
指
導
い
た
だ
き
た
い
。」

（
回
答
：
厚
生
労
働
省
）

○
ヘ
ル
パ
ー
が
利
用
者
を
車
に
同
乗
さ
せ
て

運
転
し
て
い
る
時
間
は
、道
路
交
通
法
に
定

め
る
安
全
な
運
転
を
行
う
必
要
が
あ
り
、

利
用
者
へ
の
介
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、介
護
の
提
供
を
評
価
す
る
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
の
算
定
対
象
と
な
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
１
つ
で
あ
る

同
行
援
護
は
、障
害
者
本
人
に
対
し
、実
際

に
移
動
支
援
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た

時
間
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、車
両
を
停
車
又
は
駐
車
し
た
上
で

介
助
等
を
提
供
す
る
時
間
は
、報
酬
算
定

の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
災
害
時
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

個
別
避
難
計
画
に
合
わ
せ
て
、二
次
避

難
所
で
あ
る
福
祉
避
難
所
の
防
災
訓

練
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
、体
制
を
構
築

い
た
だ
き
た
い
。」

（
回
答
：
内
閣
府
）

○
訓
練
計
画
の
作
成
、訓
練
の
実
施
等
に
当

た
っ
て
は
、障
害
者
な
ど
様
々
な
特
性
を
有

す
る
要
配
慮
者
の
視
点
に
立
ち
、要
配
慮

者
本
人
の
参
加
を
得
て
避
難
場
所
へ
の
避

難
誘
導
訓
練
等
を
行
う
こ
と
な
ど
に
努
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、総
合
防
災
訓
練

大
綱
に
お
い
て
、避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

及
び
個
別
避
難
計
画
も
活
用
し
て
、高
齢

者
等
避
難
等
の
避
難
情
報
の
伝
達
、避
難

場
所
へ
の
避
難
誘
導
、避
難
所
の
開
設・運

営
等
に
関
す
る
訓
練
を
、防
災
と
福
祉
の
関

係
部
局
や
地
域
の
関
係
者
が
緊
密
に
連
携

の
上
、要
配
慮
者
本
人
や
要
配
慮
者
利
用

施
設
の
管
理
者
、さ
ら
に
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ・ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、地
域
企
業
の
従
業
員
等
の
参
加
を

得
な
が
ら
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
よ
う
促

し
て
い
る
。

　

ま
た
、そ
の
上
で
、訓
練
で
得
ら
れ
た
課

題
等
に
つ
い
て
は
、実
効
性
の
あ
る
個
別
避

難
計
画
の
作
成
、要
配
慮
者
利
用
施
設
の

避
難
計
画
等
の
策
定
、施
設
職
員
向
け
の
マ

ニュ
ア
ル
の
改
正
等
の
改
善
策
の
検
討
を
通

じ
て
、要
配
慮
者
の
避
難
支
援
等
の
体
制
の

整
備
に
努
め
る
こ
と
を
促
し
て
い
る
。

　

内
閣
府
と
し
て
は
、自
治
体
等
と
連
携
し

な
が
ら
、個
別
避
難
計
画
の
実
効
性
の
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
「
障
害
者
差
別
解
消
法
関
連
に
つ
い

て
。多
く
の
自
治
体
の
行
政
組
織
で
、

対
応
要
領
な
ど
の
整
備
は
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、現
実
に
即
し
た
、障
害
当
事

者
を
講
師
と
す
る
研
修
の
場
や
周
知

徹
底
が
十
分
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、対
応

要
領
の
配
布
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
多
々
見
受
け
ら
れ
る
。法
律
を
十
分

理
解
し
た
上
で
、円
滑
に
運
用
さ
れ
る

よ
う
、障
害
者
差
別
解
消
法
が
行
政

内
で
浸
透
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。」

（
回
答
：
内
閣
府
）

○
全
て
の
国
民
が
、障
害
の
有
無
に
よ
っ
て

分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、相
互
に
人
格

と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る

社
会
を
実
現
す
る
こ
と
は
、大
変
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

内
閣
府
に
お
い
て
は
、従
前
よ
り
、合
理

的
配
慮
の
事
例
の
共
有
な
ど
、周
知・啓
発

に
努
め
て
お
り
、今
年
度
に
お
い
て
も
、合
理

的
配
慮
や
障
害
の
種
別
の
特
性
、取
組
事
例

な
ど
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
充
実
等
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、基
本
方
針
に
即
し
た
対
応
要
領
の

策
定
に
つい
て
、改
正
障
害
者
差
別
解
消
法

の
施
行
等
を
踏
ま
え
、昨
年
10
月
に
改
定

し
た
内
閣
府
本
府
に
お
け
る
対
応
要
領
を

参
考
と
し
て
対
応
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、従
前
か
ら
実
施

し
て
い
る
自
治
体
職
員
を
対
象
と
し
た
ブ
ロ

ッ
ク
研
修
会
を
、本
年
度
は
年
度
前
半
に
前

倒
し
し
て
開
催
す
る
予
定
で
あ
り
、そ
の
中

で
職
員
へ
の
研
修・啓
発
の
充
実
等
に
つ
い
て

適
切
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、し
っ

か
り
と
周
知
を
図
って
ま
い
り
ま
す
。

日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会（
日
身
連
）要
望
事
項
回
答
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「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
基
本
方
針
に
お

い
て
策
定
さ
れ
た
整
備
目
標
達
成
に

む
け
、公
共
交
通
機
関
や
建
築
物
等
の

一
層
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
街
づ
く
り
の
実
現
に
は
障
害

当
事
者
の
意
見
や
提
案
は
不
可
欠
と

考
え
る
。法
制
化
を
含
め
、ど
の
地
域

に
お
い
て
も
、設
計・施
工
段
階
か
ら
障

害
者
参
画
の
も
と
で
協
議
検
討
が
行

わ
れ
る
環
境
整
備
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。」

（
回
答
：
国
土
交
通
省
）

○
設
計・施
工
段
階
か
ら
障
害
者
当
事
者

等
が
参
画
し
、当
事
者
目
線
に
立
っ
て
整
備

を
進
め
る「
当
事
者
参
画
」の
考
え
方
は
大

変
重
要
で
あ
り
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ

く
基
本
方
針
で
は
、事
業
者
は
、可
能
な
限

り
、計
画
策
定
等
へ
の
当
事
者
の
参
画
を
得

る
な
ど
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
努
め

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、国
土
交
通
省
で
は
、施
設
整

備
に
際
し
て
、当
事
者
が
参
画
す
る
検
討
会

の
設
置
等
を
行
っ
て
頂
け
る
よ
う
、地
方
支

分
部
局
等
を
通
じ
て
、施
設
管
理
者
に
働

き
か
け
を
行
って
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、当
事
者
参
画
の
促
進
に
資
す
る
観

点
か
ら
、地
域
分
科
会
に
お
い
て
、事
業
者
の

協
力
も
得
な
が
ら
、障
害
当
事
者
等
が
参

画
し
て
施
設
の
整
備
状
況
の
確
認
や
優
良

事
例
の
収
集
等
を
行
う
機
会
の
設
定
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、今
年
度
に
お
い
て
は
、障

害
当
事
者
団
体
、関
係
事
業
者
、有
識
者
等

か
ら
な
る「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
及
び
関
連
施

策
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」を
開
催

し
、様
々
な
ご
意
見
を
踏
ま
え
、当
事
者
参

画
を
含
め
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
関
連
施
策
の
あ

り
方
に
つ
い
て
幅
広
く
検
討
を
行
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、障
害
当
事
者
の
御
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、こ
の
よ
う
な
取
組
等
を
通
じ

て
、事
業
者
自
身
が
意
義
や
必
要
性
等
を

認
識
し
て
頂
く
こ
と
で
、さ
ら
に
設
計・施
工

段
階
か
ら
の
当
事
者
参
画
が
促
進
さ
れ
る

よ
う
、取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
障
害
者
割
引
制
度
に
つい
て
。

（
１
）障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を

一
層
推
進
さ
せ
る
た
め
、現
行
の
Ｊ
Ｒ

等
鉄
道
利
用
時
に
お
け
る
障
害
者
割

引
制
度
の
見
直
し
を
検
討
い
た
だ
き

た
い
。

①
Ｊ
Ｒ
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
の
割
引
対
象

に
全
て
の
新
幹
線
の
特
急
料
金
を

割
引
対
象
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
障
害
者
が
単
独
で
鉄
道
を
利
用
す

る
場
合
、片
道
１
０
０
㎞
と
い
う
割

引
要
件
を
見
直
し
、距
離
制
限
を

撤
廃
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

③
航
空
券
等
の
予
約・購
入
と
同
じ
よ

う
に
、み
ど
り
の
窓
口
に
並
ば
な
く

て
も
購
入
で
き
る
よ
う
に
、イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
障
害
者
割
引
適
用
の
予

約
が
で
き
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
を
改

善
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」

（
回
答
：
国
土
交
通
省
）

○
Ｊ
Ｒ
が
販
売
し
て
い
る「
ジ
パ
ン
グ
倶
楽

部
」に
つい
て
は
、需
要
喚
起
等
を
目
的
と
す

る
企
画
商
品
で
あ
り
、鉄
道
事
業
者
の
営

業
施
策
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
り

ま
す
の
で
、鉄
道
事
業
者
に
対
し
、ご
要
望

を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

障
害
者
の
方
に
対
す
る
運
賃
割
引
に
つい

て
は
、鉄
道
事
業
者
の
経
営
判
断
で
実
施
さ

れ
る
も
の
で
す
が
、障
害
者
割
引
に
係
る
距

離
制
限
の
撤
廃
、特
別
急
行
券
を
割
引
対

象
と
す
る
こ
と
等
の
割
引
制
度
の
拡
充
に
つ

い
て
、国
土
交
通
省
と
し
て
は
、引
き
続
き
、

ご
意
見
を
鉄
道
事
業
者
に
伝
え
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
障
害
者

割
引
適
用
の
乗
車
券
の
予
約・購
入
に
つ
い

て
は
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
及
び
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
本

年
２
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
も
の
と

承
知
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
障
害
者
割
引
制
度
に
つい
て
。

（
２
）有
料
高
速
道
路
の
障
害
者
割
引

制
度
の
対
象
要
件
に
つ
い
て
は
、令
和

５
年
３
月
か
ら
１
人
１
台
要
件
等
を

緩
和
し
て
い
た
だ
い
た
が
、障
害
者
の

社
会
参
加
の
一
層
の
促
進
を
図
る
上

で
も
、福
祉
施
設・団
体
等
が
所
有
す

る
車
両
を
対
象
車
両
に
加
え
、利
用

証
の
交
付
等
に
よ
り
、割
引
適
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。」（

回
答
：
国
土
交
通
省
）

○
有
料
道
路
に
お
け
る
障
害
者
割
引
制
度

は
、
通
勤
、
通
学
、
通
院
な
ど
の
日
常
生

活
に
お
い
て
、
自
家
用
車
を
利
用
さ
れ
る

方
で
、
肢
体
等
（
お
体
の
）
不
自
由
な
障

害
者
ご
本
人
が
運
転
す
る
場
合
や
、
重
度

の
障
害
を
お
持
ち
の
方
が
介
護
者
の
運
転

に
よ
り
利
用
す
る
場
合
に
割
引
を
適
用
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
有
料
道
路
制
度
に
お
け
る
料
金 

は
、
建
設
時
に
調
達
し
た
借
入
金
の
返
済

等
に
充
て
る
も
の
で
あ
り
、
償
還
計
画
に

基
づ
き
一
定
の
期
間
を
定
め
て
徴
収
し
て

い
る
た
め
、
障
害
者
割
引
に
よ
る
減
収
分

が
償
還
計
画
に
影
響
が
な
い
よ
う
に
、
各

有
料
道
路
事
業
者
の
経
営
状
況
等
を
踏
ま

え
て
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
割
引
適
用
の
対
象
と
な
る
範
囲
に
一

定
の
要
件
が 

あ
る
こ
と
に
つ
い
て 

ご
理

解
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

　

有
料
道
路
に
お
け
る
障
害
者
割
引
制
度

は
、通
勤
、通
学
、通
院
な
ど
自
家
用
車
を

日
常
的
に
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
方
の
社

会
的
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の
制
度
で
あ

る
こ
と
に
鑑
み
、介
護
運
転
と
し
て
利
用
す

る
タ
ク
シ
ー
以
外
の
事
業
用
の
車
両
は
、割

引
の
対
象
外
と
な
って
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
福
祉
施
設
・
団
体
等
が
所

有
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
、
障
害
者
が
通

勤
・
通
学
・
通
院
な
ど
の
日
常
生
活
に
利

用
す
る
の
で
は
な
く
、
当
該
施
設
等
の
設

立
目
的
の
達
成
の
た
め
事
業
の
用
に
供
さ

れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、 

割
引
の
対
象

外
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
駅
の
無
人
化
に
伴
う
安
全・円
滑

な
駅
利
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

作
成
に
よ
り
、障
害
者
が
安
全・安
心

し
て
鉄
道
を
利
用
で
き
る
環
境
整
備

や
接
遇
の
必
要
性
と
意
識
強
化
が
期

待
さ
れ
る
一
方
で
、全
国
的
に
鉄
道
駅

の
無
人
化
や
み
ど
り
の
窓
口
の
廃
止

が
進
ん
で
い
る
こ
と
は
深
刻
な
問
題
と

し
て
捉
え
て
い
る
。障
害
者（
特
に
視

覚
障
害
者
、聴
覚
障
害
者
及
び
車
い
す

使
用
の
身
体
障
害
者
等
）が
安
全
か
つ

円
滑
に
駅
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
に

環
境
整
備
を
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
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で
あ
り
、わ
か
り
や
す
い
場
所
へ
の
イ

ン
タ
ー
ホ
ン
の
設
置
や
視
覚
障
害
者
用

誘
導
ブ
ロッ
ク
の
敷
設
、人
的
サ
ポ
ー
ト

の
充
実
等
の
対
応
を
含
め
て
、鉄
道
事

業
者
や
自
治
体
等
に
お
い
て
安
全
対

策
が
確
実
に
進
む
よ
う
、国
が
中
心
と

な
って
全
国
の
実
態
把
握
や
先
行
事
例

を
踏
ま
え
、地
元
自
治
体
と
連
携
し

て
一
層
の
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。」（

回
答
：
国
土
交
通
省
）

○
利
用
者
が
無
人
駅
を
安
全
、円
滑
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、鉄
道
事
業
者

に
求
め
ら
れ
る
具
体
的
取
組
に
つい
て
令
和

４
年
７
月
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、実
施
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
事
例
と
し
て
、イ
ン
タ
ー
ホ
ンへ
の

案
内
放
送
の
常
時
実
施
や
誘
導
ブ
ロッ
ク
等

に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
へ
の
案
内
な
ど
を
記

載
し
て
お
り
、ま
た
、無
人
化
の
際
に
は
鉄

道
事
業
者
の一
方
的
な
判
断
の
み
に
よ
っ
て

利
用
者
利
便
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
ほ
か
、駅
の
要

員
配
置
の
見
直
し
を
行
う
際
は
、利
用
実

態
に
応
じ
て
地
方
自
治
体
や
地
元
障
害
当

事
者
団
体
等
と
十
分
な
意
思
疎
通
を
図

り
、関
係
者
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
と
し
て
は
、鉄
道
事
業
者
に

お
い
て
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
を
最
大
限

尊
重
し
て
対
応
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、鉄
道

事
業
者
に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、こ
う
し

た
取
り
組
み
が
他
の
鉄
道
事
業
者
に
お
い

て
も
広
が
る
よ
う
、先
行
事
例
の
周
知
を
図

り
つつ
、引
き
続
き
働
き
か
け
を
行
って
ま
い

り
ま
す
。

　

愛
知
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
毎
年
開
催
し

て
い
る
「
Ａ
Ｄ
Ｆ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
、
今

年
は
、
11
月
23
日（
土・祝
）午
後
１
時
か

ら
開
催
し
ま
す
。
参
加
費　

無
料
。

　

会
場
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
と

な
り
ま
す
。
会
場
は
、
名
古
屋
駅
に
あ
る

「
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
会
議
室
１
２
０
２
号

室
」
で
す
。

　

基
調
講
演
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

障
害
者
協
議
会
代
表
で
あ
り
日
本
障
害
フ

ォ
ー
ラ
ム
副
代
表
で
あ
る
藤
井
克
徳
氏
に

行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
講
演
内
容
は
、「
障

害
者
権
利
条
約
批
准
か
ら
10
年
～
こ
れ
ま

で
と
こ
れ
か
ら
～
」

　

そ
の
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
愛
知

県
聴
覚
障
害
者
協
会
理
事
長
で
あ
り
優
生

保
護
法
裁
判
愛
知
原
告
を
支
援
す
る
会
共

同
代
表
の
中
嶋
宇
月
氏
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日

本
双
極
性
障
害
団
体
連
合
会
ノ
ー
チ
ラ
ス

会
副
理
事
長
の
窪
田
信
子
氏
、
基
調
講
演

を
行
っ
て
も
ら
う
藤
井
克
徳
氏
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
「
愛
知
、
名
古
屋
で
権
利
条

約
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
の
か
」

を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
愛
知
大
学
の

土
屋
葉
教
授
。

　

申
し
込
み
締
切
は
１１
月
８
日
。

　

問
合
せ
は
、Ａ
Ｄ
Ｆ
事
務
局
の
水
野

（
０
５
２-

８
５
１-

５
２
４
０
）
又
は
愛

身
連
ま
で
。

　

ぜ
ひ
、
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

８
月
20
日（
火
）に
愛
知
県
白
壁
庁
舎
に

お
い
て
「
障
害
別
団
体
調
整
会
議
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
愛
身
連
に
加
盟
す
る
障

害
別
６
団
体
（
愛
盲
連
・
愛
聴
協
・
愛
難

聴
・
愛
盲
ろ
う
・
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
・
愛
友
会
）
と
正
副
会
長
が
集
ま
り
、

情
報
交
換
等
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
愛
知
県
県
政
お
届
け
講
座
を

利
用
し
、
愛
知
県
福
祉
局
福
祉
部
障
害
福

祉
課
の
木
村
課
長
補
佐
に
「
障
害
を
理
由

と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
つ
い
て
」

を
講
演
い
た
だ
き
、
障
害
者
差
別
解
消

法
、
障
害
者
差
別
解
消
推
進
条
例
に
つ
い

て
、
愛
知
県
の
取
組
み
な
ど
を
再
度
確
認

で
き
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
年
に
一
度
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
障
害
を
理
解
す
る
た
め
の
必
要
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

障害者権利条約批准から障害者権利条約批准から101010年障害者権利条約批准から障害者権利条約批准から1010
～これまでとこれから～

障害者権利条約は、障害の有無によって分け隔てられなく、差別のない誰もが住み
やすい社会を実現することを目的に制定された。国内においては、2014年に批准し、
ちょうど10年になる。この間、模原障害者殺傷事件が発生するなど、障害者差別と
優生思想が社会に根深く存在していることの現れとなった。何が良くなり、何が置き
去りになったのか。その検証のための講演会、シンポジウムを開催し、幅広く議論し
ます。

基調講演
「障害者権利条約批准から１０年

～これまでとこれから～」

講師：藤井 克徳
ＮＰＯ法人日本障害者協議会代表
日本障害フォーラム副代表

シンポジウム
「愛知、名古屋で権利条約をどのように活かしていくのか」
シンポジスト：中嶋宇月（優生保護法裁判愛知原告を支援する会 共同代表）

窪田信子
（ＮＰＯ法人日本双極性障害団体連合会ノーチラス会 副理事長）
藤井克徳（ＮＰＯ法人日本障害者協議会代表、ＪＤＦ副代表）

コーディネーター：土屋葉（愛知大学）

日 程：2024年11月23日(土)13時～16時

会 場：ウインクあいち会議室 1202号室 ＋ ＺＯＯＭ
参加費：無料

主 催：愛知障害フォーラム
後 援（予定）：

寄付募集

名古屋銀行
桜山支店（支店コード：105）
口座番号：普通 3424963
愛知障害フォーラム（ＡＤＦ）
代表 加賀 時男

※振込手数料はご負担ください

ＡＤＦフォーラム

※12時半 受付開始

Ａ
Ｄ
Ｆ
フ
ォ
ー
ラ
ム

11
月
23
日
開
催
！ 

ぜ
ひ
、ご
参
加
を
！

障
害
別
団
体
調
整
会
議 

開
催
！
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５
月
29
日（
水
）、
愛
知
県
身
体
障
害
者

相
談
員
協
議
会
総
会
を
愛
知
県
白
壁
庁
舎

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
身
体
障
害
者
相
談
員
と
し
て

長
年
活
動
を
さ
れ
て
き
た
方
の
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。

【
受
賞
者
】（
敬
称
略
）

・
服
部
め
ぐ
み
（
豊
橋
市
）
20
年

・
中
嶋
哲
夫　

（
西
尾
市
）
18
年

・
中
尾
雅
彦　

（
小
牧
市
）
18
年

　

当
日
は
西
尾
市
の
中
嶋
哲
夫
さ
ん
が
３

名
を
代
表
し
て
賞
状
を
受
け
取
ら
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
愛
知
県
福
祉
局
福
祉
部
障
害

福
祉
課
の
西
川
担
当
課
長
に
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

「
障
害
の
あ
る
方
が
、
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
相
談
相
手

が
身
近
に
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
福
祉
の
制
度
が
複
雑
化
し
、
相
談

さ
れ
る
方
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
す
る
中
、

皆
様
方
の
業
務
は
よ
り
重
要
に
な
っ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
た
だ
い
ま
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
中
嶋
様
を
始
め
と
し
て
、
お

身
体
障
害
者
相
談
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

総
会
開
催
！

ろ
が
あ
る
の
は
悲
し
い
こ
と
だ
。」

　
「
新
し
い
相
談
員
も
い
る
の
で
相
談
の
基

礎
的
な
勉
強
を
し
た
い
。」

　
「
形
式
的
な
内
容
で
は
な
く
、当
事
者
の

方
の
話
し
を
聞
き
勉
強
し
た
い
。」

　
「
相
談
員
同
士
で
話
し
を
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
感
じ
た
。」

　
「
合
理
的
配
慮
の
周
知
の
難
し
さ
を
感

じ
て
い
る
。
も
っ
と
一
般
の
人
に
も
分
か

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
私
た
ち
も
勉
強

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。」

　
「
愛
知
県
が
行
っ
た
研
修
会
で
知
的
障
害

者
への
理
解
が
深
ま
っ
た
。他
障
害
への
理
解

を
深
め
る
た
め
の
研
修
も
行
っ
て
も
ら
い
た

い
。」

　
「
相
談
員
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
。
関

心
が
な
い
し
、
障
害
を
も
っ
て
い
る
こ
と

が
恥
ず
か
し
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
い

る
。
第
一
歩
と
し
て
、
相
談
員
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す
こ
と
が
大

切
。
障
害
を
持
た
れ
た
方
が
ハ
ン
デ
ィ
を

克
服
し
て
前
向
き
に
な
れ
る
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ

る
。」

　

各
グ
ル
ー

プ
と
も
、時

間
が
足
り
な

い
ほ
ど
熱
心

に
話
し
合
い

を
さ
れ
ま
し

た
。
相
談
員

の
声
に
沿
え

る
よ
う
に
今

後
も
研
修

会
を
開
催
し

て
ま
い
り
ま

す
。

身
体
障
害
者
相
談
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　

学
習
会
開
催
！

　

総
会
後
、
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

５
～
６
名
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
に
参
加
者

が
集
ま
り
、「
相
談
員
協
議
会
の
活
動
に
つい

て
～
研
修
会・学
習
会
に
求
め
る
テ
ー
マ
」と

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
出
し
合
っ
た
り
、

交
流
を
深
め
た
り
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
各
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た

こ
と
を
ま
と
め
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

発
表
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
「
相
談
員
の
相
談
室
を
設
け
て
い
る
市
町

村
が
多
い
が
、中
に
は
そ
の
場
所
が
な
い
と
こ

森山会長（左）と中嶋哲夫氏（右）

学習会の様子

集
り
の
皆
様
の
よ
う
な
ベ
テ
ラ
ン
の
相
談

員
が
地
域
に
お
い
て
活
動
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
と
し
て
も
大

変
心
強
く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
県
で
は
、皆
様
方
の
業
務
に
役
立
て
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、毎
年
、身
体
及
び
知
的

障
害
者
に
対
す
る
相
談
援
助
に
係
る
必
要

な
知
識
や
技
能
を
習
得
す
る
た
め
の
研
修

会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
は
、障
害
者
支
援
施
設
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
で
の
障
害
者
の
生
活
を
テ
ー
マ
に
研

修
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、毎
年
、皆

様
の
関
心
の
高
い
事
項
に
つい
て
研
修
テ
ー
マ

を
設
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、今
年
度
の
研

修
に
つい
て
も
、積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、２
０
２
１
年
３

月
に
策
定
し
た「
あ
い
ち
障
害
者
福
祉
プ
ラ

ン
」の
基
本
理
念
で
あ
る「
す
べ
て
の
県
民

が
、等
し
く
基
本
的
人
権
を
享
受
す
る
か

け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、障

害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と

な
く
、多
様
性
を
認
め
合
い
、相
互
に
人
格

と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る

地
域
社
会
の
実
現
」に
向
け
て
、障
害
の
あ

る
方
の
自
立
及
び
社
会
参
加
に
つ
な
が
る
支

援
や
、地
域
に
お
い
て
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
の
体
制
整
備
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
、
当
事
者
や
家
族
の
目
線
に
立
っ
た
相

談
支
援
や
、
自
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
た
活

動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
障
害
の
あ
る
方

の
身
近
な
支
援
者
と
し
て
御
活
躍
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

　

総
会
で
は
、
田
村
寿
美
子
副
会
長
（
安

城
市
）
が
議
長
を
務
め
、
次
の
議
案
を
審

議
し
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
１
号
議
案
】

　

令
和
５
度
事
業
報
告

【
第
２
号
議
案
】

　

令
和
５
年
度
収
支
決
算

【
第
３
号
議
案
】

　

令
和
６
年
度
事
業
計
画

【
第
４
号
議
案
】

　

令
和
６
年
度
収
支
予
算

【
第
５
号
議
案
】

　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
】

　

会　

長　

森
山
宏
樹　

（
知
多
市
）

　

副
会
長　

山
崎
昭
道　

（
弥
富
市
）

　

副
会
長　

谷　

幸
男　

（
小
牧
市
）

　

副
会
長　

田
村
寿
美
子
（
安
城
市
）

　

副
会
長　

髙
井
公
夫　

（
設
楽
町
）

　

理　

事　

吉
田
憲
司　

（
あ
ま
市
）

　

理　

事　

大
橋
道
彦　

（
豊
田
市
）

　

監　

事　

森
山
慶
郷　

（
東
海
市
）

　

監　

事　

神
田
元
治　

（
蒲
郡
市
）
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愛身連の活動を応援する
賛助会員ご加入のお願い

愛身連を支えてくださっている賛助会員の皆様

個人会員（敬称略）　
（５口）杉山信子、忠内園子　
（１口）石川惠美子、横川幸代、田島春子、浅妻奈々子

自動車に関する技術を身につける支援

食を通して人と社会へ貢献

辛い !! うまい ! もう一本 ! 幻の手羽先

ハードにみえて　じつはソフトです

安心・安全で快適な道路空間を提供

国内の全ての生命保険会社が加入

自動販売機による清涼飲料水の販売

まちの未来をおもしろく

クリーンな環境を実現するパートナー

奥三河の清らかな水と土が育んだ酒

麺を通じ活動を応援

広告デザイン /ホームページ・印刷

家族を守るおうちの防災

思いやりの心で製品を作っています

ケアサポートマッチングサービス

オフィスの課題を全てサポート

回覧による事業収益

循環型社会の構築を目指して

愛身連を支援しています !

第５期
オレンジスマイルプロジェクト

参加者募集中‼ 
　
ヘル
プ
マ
ー
ク
普
及
啓
発
事
業

の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る「
オ

レ
ン
ジ
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
第
５
期
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る

方
の
手
助
け
を
積
極
的
に
行

お
う
！
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。障
害
を
も
っ
て
い
る
方
、持

っ
て
い
な
い
方
、多
く
の
皆
さ
ん

に
、ま
ず
は
参
加
し
て
も
ら
い
、

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
人

に
寄
り
添
う
気
持
ち
を
持
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

オ
レ
ン
ジ
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジェク

ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方

に
は
ピ
ン
バ
ッ
ジ
と
シ
ー
ル
を
お

送
り
し
ま
す
。継
続
参
加
さ
れ

た
方
に
つ
い
て
は
、ピ
ン
バ
ッ
ジ
、

ス
ト
ラ
ッ
プ
、キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、缶

バッ
ジ
、エ
コ
バッ
グ（
オ
レ
ン
ジ
ま

た
は
グ
リ
ー
ン
）か
ら
お
好
き
な

グ
ッ
ズ
を
選
ん
で
い
た
だ
け
ま

す
。

　

す
べ
て
の
人
が
す
べ
て
の
地
域

で
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会

へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

ょ
う
！

　

オ
レ
ン
ジ
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジェク

ト
に
つ
い
て
は
愛
身
連
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttps://aishinren.

or.jp/

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

知多市身体障害者福祉協議会

碧南市身体障害者
福祉協会
碧南市身体障害者
福祉協会

随時募集中

国内の全ての生命保険会社が加入自動車に関する技術を身につける支援

社協だよりを発行しています。金属・樹脂加工お任せください。

エコキャップ回収運動支援中！

「福祉のまちづくり」の実現

神谷明文法律事務所

空き缶等のごみの清掃活動

家族を守るおうちの防災 防災セット販売障害者手帳をお持ちの方を対象 ハードにみえて　じつはソフトです

安心・安全で快適な道路空間を提供 障がい者就労支援中小企業のベストパートナー 名古屋市信用保証協会

「できない」を「できた」へ変える 循環型社会の構築を目指して三河安城名産　いずみ庵本店

自動販売機による清涼飲料水の販売

広告デザイン/ホームページ・印刷

東海テレビと東海テレビ福祉文化事業団は、年間を通じて『　　　　　　　　　　　　　　　　』を展開しています

こころ訪問介護ステーションすべての人に簡単健康習慣を

ケアサポートマッチングサービス

NDK株式会社

東海テレビと東海テレビ福祉文化事業団は、年間を通じて『　　　　　　　　　　　　　　　　』を展開しています

PAREM.inc
美容・健康・リカレント

障がい者自立支援事業

奥三河の清らかな水と土が育んだ酒

　

愛
身
連
の
活
動
に
賛
同
し
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る
賛
助
会
員
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

賛
助
会
員
の
皆
様
に
継
続
的
に
ご
支
援
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
安
定
し
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
と
一

緒
に
障
害
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◆
賛
助
会
員
会
費

◎
団
体
会
員

　

一
口　

年
間　

１
０
︐
０
０
０
円

◎
個
人
会
員

　

一
口　

年
間　
　

２
︐
０
０
０
円

※
何
口
で
も
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
賛
助
会
員
特
典

◎
機
関
紙「
愛
身
連
」の
送
付（
年
３
回
）

◎
当
団
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
賛
助
会
員
ペ
ー
ジ
に
掲
載（
団
体
名
か

ら
リ
ン
ク
付
）


